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AIC Akaike Information Criterion 赤池情報基準 
AF Acceleration factor 加速係数 
Tg Generation time 世代交代時間 
R0 Basic reproduction number 基本再生産係数 

















































































































































































































































































（accelerated failure time model)を構築した。本モデルはある変数で説明されるイベント時
間関数がイベント時間に対して乗法的に作用することを前提としたモデルであり、次式
で表わされる。 











布の独立性の検定にはカイ二乗検定を用いた。解析ではすべてR 3.1.0を用いた (R Core 
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避難所 A  130 NA NA 10 4/6 60s, 男 54.4 7.7 
避難所 B  702 12.1 36.3 60 27/33 48, 男 51.0 8.6 
避難所 C  606 10.1 28.7 31 16/15 54, 男 50.7 5.1 
避難所 D  121 NA NA 2 0/2 46, 女 31.5 1.7 
避難所 E  251 NA NA 2 2/0 10s, 男 21.5 0.8 
 














表 2. 秋田県大館市での小中学生がいる世帯におけるインフルエンザ発生調査の概要 
 
 世帯数 (%) 
回答世帯数 363 
うち 1 例以上のインフルエンザが発生した世帯 356 (98.1) 
うち 2 例以上のインフルエンザが発生した世帯 154 (43.2) 
1 例 202 (56.7) 
2 例 97 (61.4) 
3 例 46 (29.1) 
4 例 11 (7.0) 















 症例数 (%) 初発例数 (%) 二次感染例数 (%)
総数 589 366 223 
年齢層    
5 歳未満 26 (4.4) 8 (2.2) 18 (8.1) 
5–9 歳 138 (23.5) 101 (27.8) 37 (16.6) 
10–19 歳 302 (51.4) 227 (62.5) 74 (33.2) 
20–49 歳 91 (15.5) 23 (6.3) 68 (30.5) 
50–64 歳 12 (2.0) 1 (0.3) 11 (4.9) 
65 歳以上 18 (3.1) 3 (0.8) 15 (6.7) 
カテゴリー    
未就学 38 (6.5) 17 (4.7) 21 (9.4) 
小学生 273 (46.3) 203 (55.6) 69 (30.9) 
中学生 146 (24.8) 113 (31.0) 33 (14.8) 
高校生 11 (1.9) 5 (1.4) 6 (2.7) 
父親 36 (6.1) 10 (2.7) 26 (11.7) 
母親 54 (9.2) 11 (3.0) 43 (19.3) 
祖父母及び他の成人 31 (5.3) 6 (1.6) 25 (11.2) 
インフルエンザワクチン接種* 258 (43.9) 161 (44.2) 93 (43.5) 
















発症月 2013 年 1 月 2013 年 1 月 0.87 (0.60–1.27) 
年齢 (歳) 中央値 11 歳  
(範囲: 2−15) 
中央値 12 歳  
(範囲: 2−15) 
0.87 (0.80–0.95) 
抗ウイルス薬 107 189 0.85 (0.33–2.16) 
ワクチン接種  54 90 1.06 (0.69–1.62) 













 症例数 加速係数 95% 信頼区間 
初発例    
小学生 118 Ref.  
中学生 44 1.29 (1.05–1.59) 
二次感染例    
未就学児 22 0.74 (0.53–1.03) 
小学生 31 0.70 (0.51–0.96) 
中学生 20 0.59 (0.42–0.82) 
高校生 2 0.75 (0.33–1.73) 
父親 26 Ref.  
母親 39 0.83 (0.62–1.11) 
祖父母および他の成人 22 0.82 (0.57–1.17) 
初発例での抗ウイルス薬投与 150 0.81 (0.56–1.18) 
初発例でのワクチン接種歴 80 0.95 (0.79–1.14) 
初発例の欠席日数 161 1.06 (1.01–1.10) 
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